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Ⅰ. 論文題目 

ドイツにおけるコルチャックの受容とその教育学化に関する研究 

 

Ⅱ. 論文構成 

序章 問題の所在 

第一節 問題の所在 

第二節 コルチャックの受容の広がりと先行研究の検討 

第三節 研究の目的と方法 

第一章 コルチャックの生涯とコルチャック研究の動向 

第一節 医者、孤児院の院長、児童文学作家としてのコルチャック 

第二節 コルチャックの活動とドイツとの関係 

第三節 コルチャックの受容の世界的動向とドイツ受容の特異性 

第二章 東西ドイツ時代を中心としたコルチャックの受容の展開 

第一節 1972 年以前のコルチャック受容の変遷 

第二節 1972 年以降のコルチャック受容の変遷 

第三節 ドイツ語版全集（1996-2010）の刊行とその後 

第三章 コルチャックの改革教育学に焦点化された読み 

第一節 生前のコルチャックと教育学との結びつき 

第二節 改革教育学（Reformpädagogik）におけるコルチャック研究（1960・70 年代～） 

第三節 改革教育学とコルチャックを巡る論争 

第四章 コルチャックの拡張された教育学的な読み 

第一節 治療教育学（Heilpädagogik）/ 特殊教育学（Sonderpädagogik）（1980 年代～） 

第二節 子ども研究・子ども性（期）研究（Kinder-/Kindheitsforschung）（1990 年代～） 

第三節 その後の研究（2000 年以降～） 

第五章 コルチャック教育学としてのバイナーの「尊敬の教育学」構想 

第一節 ドイツのコルチャック研究におけるバイナーの位置づけ 

第二節 バイナーによるコルチャックの「子どもの権利」の構造化 

第三節 「尊敬の教育学（Pädagogik der Achtung）」構想の展開 

第六章 コルチャックの szacunek 概念に対するドイツ独自の解釈 

第一節 Achtung が持つ固有性に関する検討 

第二節 子どもの「人間の尊厳（Würde des Menschen）」への着目 

第三節 「Achtung（尊敬）」概念の教育学における可能性 

第七章 ドイツにおけるコルチャックの受容とその教育学化の特徴 

第一節 非教育学的なコルチャックの受容 

第二節 教育学的に読まれたコルチャックのあり様 

第三節 教育学化されたコルチャック像 

終章 研究の意義と課題 

引用および参考文献 
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Ⅲ. 本研究の問題設定（序章の要約） 

 

問題の所在と研究の目的 

本研究の目的は、子どもの人権擁護者として知られるヤヌシュ・コルチャック（Janusz Korczak, 1878 

(1879)-1942）の思想と実践がもつ教育学的意義を明らかにするために、その教育学化を進めてきたドイ

ツにおけるコルチャックの受容を批判的に検討することである。 

コルチャックは、「子どもの人権」を唱えた人物として教育学においてもしばしば言及されている。彼

自身は教育学者ではなく、帝政ロシア領、第一次世界大戦、第二次世界大戦下のポーランドにおいて、小

児科医、児童文学作家、孤児院の院長として活躍した。コルチャックの様々な実践についても、それゆえ、

教育実践ではなく、養育実践と呼ばれる場合が少なくない。コルチャックが院長を務めた「ドム・シエロ

ット」はいわゆる学校ではなく孤児院であり、常にコルチャックの念頭にあったのは、子ども一般ではな

く、孤児や貧困児であったとされる（大澤 2015、145 頁参照）。 

このように、コルチャックの生涯や活動は、児童保護や児童福祉、子どもの権利・人権といった非教育

的あるいは前教育的な特質から捉えられるべき点を多く有している。さらに、彼自身が当時の国際的な教

育運動や教育議論に直接的に参加した形跡はない（vgl. Sobecki 2008, S. 269）。したがって、彼がなんら

かの立場から、明確な教育的意図を持って、子どもと関わっていたとは言い難い。ましてや、子どもを教

育の対象とみなしていたとは考えにくい。これらのことは、コルチャックを教育学の枠組みで捉えること

の一面性を指摘しているように思われる。とはいえ、コルチャックに教育学的要素がないわけではない。

むしろ、その要素を強調し、教育学化を通してコルチャックを積極的に受容してきた動向がある。それ

は、ドイツのコルチャックの受容であり、ドイツの教育学研究である。 

ドイツにおける戦後初期のコルチャックの受容は、ドイツ再生の文脈のなかで、過去を反省する新しい

ドイツを見せるという目的に強く影響された（Lewin 1997, p. 15）。1950 年代、60 年代には、コルチャ

ックの代表作が翻訳され、コルチャックに対して関心が向けられるなか、その高まりが頂点に達した年と

される 1972 年（Kowal 2016, s. 212-213）には、ドイツの書籍出版協会からコルチャックに平和賞が授

与された。この 1972 年の受賞を機に、コルチャックへの関心は、学術分野においても広がる。1973 年

には、ドイツ・ギーセンにて、第 1 回国際コルチャック・シンポジウムが開催され、1974 年には、ギー

セン大学にコルチャック研究の部門が創設された（Oommen-Halbach 2021, p. 46）。これらの動きは、

その後のコルチャックに関する学術研究を発展させる足がかりとなった。 

このように、戦後のドイツでは、コルチャックの受容が積極的に進められてきた。ただ、初期の受容段

階から、コルチャックの教育学化が試みられていたわけではない。ここ最近のドイツにおけるコルチャッ

クの受容の動向について言及しているシアバウム（2018）は、2000 年代以降のコルチャックの受容の特

徴として、コルチャックの教育学に着目した研究が多くなされていることを指摘している（vgl. 

Schierbaum 2018, S. 8-15）。シアバウムによると、1970 年代初頭に社会教育学者（Sozialpädagoge）の

ハインペル（Elisabeth Heimpel, 1902-1972）によってコルチャックの著作の翻訳（Heimpel 1970; 1973）

が出版され、教育学の専門雑誌にコルチャックに関する寄稿論文が掲載されたが、コルチャックを巡る教

育学的な議論には発展しなかった（vgl. Schierbaum 2018, S. 13）。その後、1990 年代に入り、再びコル

チャック教育学が取り上げられるものの（Kemper 1990; Langhanky 1994）、70 年代・80 年代における

状況とさして変わっていない。2000 年を迎える頃になり、ようやくコルチャックの教育学を主題とした
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教育学研究が多数行われるようになる（Schonig 1999; Waaldijk 1999; Radtke 2000; Hermeier 2006; 

Ungermann 2006; Kerber-Ganse 2009; Kaminska 2010; Liebel 2013; Winkler 2016; Hebenstreit 2017）。 

実際、コルチャックは、彼が捧げた個人的な犠牲、無私の精神、教育学的な仕事への限りない献身、多

くの子どもたちを物質的、精神的な苦難から救ったことなど（vgl. Baumgarten-Tramer 1965, S. 6）か

ら、1960 年代並びに、1970 年代には、「ポーランドのペスタロッチー（der polnische Pestalozzi）」

（Baumgarten-Tramer 1965）や「ワルシャワからのペスタロッチー（der Pestalozzi aus Warschau）」

（Dauzenroth 1978）と称されている。また、1970 年には、O.F. ボルノウがコルチャックの著作の書評

を寄稿し、コルチャック教育学（Korczak-Pädagogik）の中心的な要素を多くの読者に紹介したとされる

（vgl. Schierbaum 2018, S. 10）。このように、コルチャックを教育学的に読み解こうとする人々がドイ

ツにおいては早い段階で存在していた。しかしながら、コルチャックの思想と実践を教育学として捉える

ものではなかったのである。エルカース（Jürgen Oelkers）は、はっきりと「ドイツの教育学にとって、

教科書や教育学思想史からわかるように、コルチャックという名の教育学者はいないようである。」

（Oelkers 1982, S. 47）と述べている。 

戦後、新生ドイツがナチズムの償いとしてポーランドの英雄を称揚した。この動向のなかでドイツの教

育学者らも早い段階でコルチャックに教育学的要素を認め賞賛した。しかし、シアバウムが指摘するよう

なコルチャック教育学を対象とする研究が多数現れるようになるのは 2000 年以降のことである。今日の

ドイツにおけるコルチャックの受容の教育学化は、ダウツェンロート（Erich Dauzenroth, 1931-2004）

とバイナー（Friedhelm Beiner, 1939-）の努力に負うところが大きい（vgl. Schierbaum 2018, S. 13）。

コルチャックの思想と実践の教育学的要素が抽出されるに留まらず、コルチャックに教育学を深化発展

させる可能性が見出されたのである。それらは、コルチャック固有の教育理論を構築しただけでなく、

『コルチャック紀要（Korczak-Bulletin）』の創設や「コルチャック派（Korczakianer）」というコルチャ

ックを学術的に探究する集団を形成させ、コルチャック教育学を一つの学問分野へと確立させていった。 

それでは、いったい何がそのような展開をコルチャックの受容にもたらしたのであろうか。コルチャッ

クの教育学化においては、コルチャックの教育学的要素の何が教育学にとって重要なものとみなされた

のか。そして、再構成されたコルチャック教育学はどのようなものであり、教育学をどのように深化発展

させうるものであるのか。 

これらの問いに取り組むべく本研究では、まず、ドイツにおけるコルチャックの受容が教育学化に至る

までの過程とそこに影響を与えた社会的・歴史的背景を明らかにする。その際に、ドイツにおいてコルチ

ャックへの関心が頂点に達した年とされる 1972 年をコルチャック受容の転換点とし、1972 年以前と

1972 年以後のコルチャックの受容を整理する。そして、1972 年以降、コルチャックの受容がどのような

変遷をたどったのかを検討したい。次に、そうした検討を踏まえ、コルチャックの受容のなかで教育学化

に向けた動きがどのような過程を経て進み、展開したのかを明らかにする。最後に、ドイツにおけるコル

チャックの受容とその教育学化の過程を追うことで明らかになった点から、非教育的な特質を有するコ

ルチャックの思想と実践が教育学にもたらしうる可能性について考察したい。 
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Ⅳ. 論文の要約（各章の概要） 

 

第一章 コルチャックの生涯とコルチャック研究の動向 

コルチャックは、1878（1879）年に帝政ロシア領ポーランドのワルシャワに生まれ、帝政ロシア体制

下の学校で学び、1898 年にワルシャワ大学の医学部に入学している。そのため、コルチャック自身は、

当時のドイツの政治体制や社会状況とは、直接関わりのない幼少期を過ごしていたといえる。しかしなが

ら、隣国のロシア、プロイセン、オーストリアによる度重なる分割を経験しているポーランドの歴史を概

観すると、ドイツも、ロシアと同様に、コルチャックが生まれる前の時代はもとより、彼が生きた時代の

ポーランドに影響を与え続けてきた。 

彼は、1907 年から 1908 年にかけて、ベルリンに留学している。この時期のドイツ国内は、歴史的に

見れば、ポーランド国家の独立を認めないプロイセン政府（ドイツ帝国指導部）の抑圧的措置と、これに

反対を強めるポーランド側の対抗運動が繰り返されていたといえよう（伊藤 2002、7 頁参照）。しかしな

がら、コルチャックの手記「ベルリンからの印象（Wrażenia z Berlina）」（1907）で語られるコルチャッ

クの回想からは、充実したベルリンの日々が表れている。1935 年には、ドイツ語による最初のコルチャ

ックの著作の翻訳 Der Bankrott des kleinen Jack（Bankructwie małego Dżeka (1924) / 邦訳: 小さな

ジャックの破産）が出版された（Kowal 2016, s. 212）。これは、コルチャックの生前においても、ドイ

ツでコルチャックの作品が注目されたことを示しているといえる。1939 年にナチスドイツがポーランド

に侵攻した。その際、コルチャックの孤児院は、ワルシャワ・ゲットー（ユダヤ人強制居住区）に移転さ

せられることになる。コルチャックがゲットーでの暮らしを書き記した『ゲットー日記（Pamiętnik z 

getta）』は、戦後に出版・翻訳され、世界の人々の注目を集めた（塚本 2019、31 頁参照）。 

 

第二章 東西ドイツ時代を中心としたコルチャックの受容の展開 

戦後、ポーランド人やユダヤ人の作家がドイツ語でコルチャックの生涯を解説したことで、初めてコル

チャックが広く知られるようになり、「コルチャック神話」が確立された（vgl. Schierbaum 2018, S. 9-

10）。さらに、1945 年から 1972 年の間に、新聞記事やコラムなどによる彼の人生と苦悩の物語の大衆化

が、「コルチャック神話」を普及させることになる（ebenda）。その後、ドイツにおけるコルチャックの

受容は、1972 年にコルチャックがドイツ書籍出版協会平和賞（Friedenspreis des deutschen 

Buchhandels））を受賞したことで大きな契機を迎える。1972 年以降、それまでは社会的に広く知られ、

大衆化のなかで普及してきたコルチャックの伝記や著作が学術研究の対象へと展開する。 

戦後初期には、西ドイツよりも東ドイツにおいてコルチャックの著作に関する翻訳刊行や寄稿が活発

であり、1967 年の東ドイツでのコルチャックの代表作 Jak kochać dziecko（1918 / 1920）（邦訳: いか

に子どもを愛するか）の翻訳 Wie man ein Kind lieben soll（1967）刊行がなければ、1972 年のドイツ

におけるコルチャック受容のブレイクスルーはあり得なかったという見解もなされている（Kowal 2016, 

s. 212）。その状況は 1972 年を境に一転する。東ドイツでの動きが衰退する一方、ダウツェンロートの主

導のもと、1974 年にギーセン大学にコルチャック研究の拠点となる研究機関が創設され、その後、西ド

イツでコルチャック研究の国際シンポジウムが開催される。こうした場では、西ドイツの研究者たちとポ

ーランドのコルチャック研究者たちとの交流が深まり、ポーランドとの協力関係のもと、ドイツ語版『ヤ

ヌシュ・コルチャック全集』（1996-2010）の刊行が計画された（vgl. Korczak 1996, S. 469-474）。 
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第三章 コルチャックの改革教育学に焦点化された読み 

コルチャックは、1907 年のベルリン留学の際に、小児病院、心身障害者施設、精神障害者施設といっ

た医療施設だけでなく、特殊学校などの教育機関、孤児院を訪問し、知識や経験を深めたとされる（Kowal 

2016, s. 210）。また、スイスの心理学者のピアジェがコルチャックの孤児院を訪問しており、その他、先

行研究において、ポーランドの新教育を代表する複数の人物とコルチャックの関連が指摘されている

（Sobecki 2008, S. 9f.）。 

ドイツにおいては、1972 年の平和賞の受賞を機に、教育学におけるコルチャックに関する議論はさら

に活発になり、多くの教育学者によって、改革教育学における代表的な人物とコルチャックとの共通点や

相違点が議論されることになる（vgl. Beiner 1994）。しかしながら、今日における改革教育学とコルチャ

ックの関係についての議論においては、同時代の改革教育学の言説には関与していないという主張もな

されている（vgl. Sobecki 2008; Oelkers 2015, S. 24）。実際に、改革教育学とコルチャックを対象とした

研究は、1970 年代、80 年代をピークに、90 年代以降は、徐々になされなくなる。 

 

第四章 コルチャックの拡張された教育学的な読み 

1980 年代には入ると、治療教育学（Heilpädagogik）や特殊教育学（Sonderpädagogik）といった障害

児教育（学）における研究が盛んになる。また、ドイツの障害児教育学の発展とともに、近年では、イン

テグレーション（統合）教育学（Integrationspädagogik）やインクルーシブ教育学（Inklusionspädagogik）

においてもコルチャック研究がなされており、議論の広がりが見られる（Klein 2017; Klein 2018）。障

害児教育において、とりわけ着目されたのは、子どもの人間としての個性を尊重するコルチャックの「子

ども」の捉え方であった。そのような見識は、90 年代に入り盛んになる子ども研究における議論（vgl. 

Kirchner/Andresen/Schierbaum 2018）や、2000 年代以降の幼児教育学（Frühpädagogik）、非教育的

な教育学（Pädagogik der Nicht-Erziehung）、緩和ケア・こどもホスピス（Kinderhospizarbeit）といっ

た多様な文脈における研究へと発展する（vgl. Winkler 2016; Maluga 2020; Wyrobnik 2021）。 

 

第五章 コルチャック教育学としてのバイナーの「尊敬の教育学」構想 

教育学におけるコルチャック研究と並行して、子どもたちとの英雄的な死のために、コルチャックの人

生を「子どものための人生」として道徳的に捉える動向に抵抗しようとする研究もあった。なかでも、ド

イツのコルチャック研究を牽引してきたバイナーは、歴史的な負の出来事から取り出されるコルチャッ

ク像ではなく、実際にあったコルチャックの人生を見ようとした。それらは、コルチャック教育学の構想

へと発展した。バイナーは、コルチャックの三つの子どもの基本的な権利である「自由のマグナカルタ」

の上位にコルチャックの「尊敬に対する子どもの権利（Das Recht des Kindes auf Achtung / Prawo 

dziecka do szacunku  / 子どもの尊重される権利）」を位置づけ、そこからコルチャックの教育学、すな

わち、「尊敬の教育学（Pädagogik der Achtung）」を構想する。その際、尊敬 Achtung の意味を強調し

ながら、コルチャックの「尊敬に対する子どもの権利」の独自性を検討している。バイナーは、コルチャ

ックの「尊敬に対する子どもの権利」の「尊敬」概念について、「大人を通した子どもの尊敬（Respektierung）

が子どもに他者を尊敬すること（zu achten）を教える、相互的な事象としての尊敬（Achtung）」である

と説明する（vgl. Beiner 2008, S. 49）。バイナーは、生前よりコルチャックが強く要求しつづけていた

「子どもの権利」に教育学的意義を見出した。 
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第六章 コルチャックの szacunek 概念に対するドイツ独自の解釈 

国内外の先行研究からは、コルチャックの思想において、尊重を意味する szacunek 概念が重要な概念

であることが指摘されている。ドイツのコルチャック研究においては、戦後、教育学的な要素に注目され

たコルチャックの著作が、翻訳・出版されるなかで、Achtung と訳された。その翻訳を引き継ぎながら、

ドイツの時代的・社会的背景の影響を受けつつも、イマヌエル・カントの Achtung の意味に依拠しなが

ら、コルチャックの思想と実践に体系的な教育学を見出そうとする試みによって、深化発展された概念で

あるといえる。そのような過程のなかで、コルチャックが生前、何を考え、実際に何をしていたのかに着

眼点が置かれ、徐々にその内実が明らかになった。それは、「ホロコーストのシンボル」や悲劇の英雄像

からコルチャックを救い出すことにもなったといえる。バイナーによって目指されたコルチャック教育

学の構想は、児童保護や児童福祉の分野で先駆的であったコルチャックの子ども観や子どもの人権思想

を、教育学において検討することに留まらず、積極的に教育理論へと読み変えることであった。このコル

チャックを教育学に転用する試みが、2000 年代以降のコルチャック教育学に関する議論への萌芽となっ

たといえよう。 

 

第七章 ドイツにおけるコルチャックの受容とその教育学化の特徴 

ドイツにおけるコルチャックの受容の歴史は、コルチャックと彼に託された子どもたちのトレブリン

カ絶滅収容所への強制送還とその死においてコルチャックを考察することに支配されていることが指摘

されている（Kirchner u.a. 2018, S. 2）。また、コルチャックの読者たちが、とりわけワルシャワゲット

ーで書かれたコルチャックの最後の文章から読み取った国家社会主義に対する恐怖も、コルチャックの

受容の中心的な出発点であった。その一方で、そのようにコルチャックが捉えられることで、コルチャッ

クの学術的な業績は包括的に分析されず、コルチャック自身や彼のアプローチが批判の対象となること

を招いたとされる（ebenda）。例えば、コルチャックが主題化した子どもの自らの死に対する権利は、コ

ルチャックが子どもたちの死を引き受け、ゲットーおよび絶滅収容所において子どもたちから希望を奪

うことなく、差し迫った死への準備を整えようとしたという事実に先導され、意味づけられることになる

（ebenda）。1970 年代に入るまで、ドイツのコルチャックの受容において、「コルチャック神話」が捨て

去られることは例外的であった。 

子どもとともに生きた「教育者コルチャック」の受容は、当時の児童中心主義の動向や子どもの神聖化

への傾向に懐疑的であったとされるコルチャックを、20 世紀初頭の改革教育運動の象徴的な人物として

位置づけた。ドイツでは、コルチャックにちなんで名付けられた学校が多数あるが、コルチャックの思想

や実践を継承している学校はほとんど見られない。また、コルチャックについて言及している文献は、全

てを把握するのが困難であるとされるほど数が多く、多岐にわたる（vgl. Winkler 2016, S. 117）。それら

の文献のなかには、借り物の権威を正当化するため、あるいは自らの懸念を裏付けるために、コルチャッ

クに言及する場合もある（ebenda）。その一方で、教育学雑誌においては、伝記や、ワルシャワでのウム

シュラークプラッツへの子どもたちとの「最後の行進」について、ときに非常に詳しく紹介されるのに加

え、主に、子どもの権利と自治制度に焦点を当てていることが指摘されている（Beiner/Ungermann 1998, 

S. 4）。また、教育学においてコルチャックを読み解こうと試みる「多くの著者は、解釈の代わりに、中

心的な原典の内容を要約しており、これにより、教育科学に関心を持つ多くの教育学者や一般人が、ポー

ランドの教育学者の思想にアクセスできるようになった」（ebenda, S. 7f.）として考察されている。した
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がって、教育学的に読まれたコルチャック像は、戦後初期から展開した神話化の一部によって形成された

部分と、そこには当てはまらない「コルチャック神話」を捨て去ったコルチャック像の両者によって形成

された複雑なものであったといえる。 

「教育者コルチャック」に関する議論の一部においてなされた、神話を捨て去ったコルチャックの著作

の検討や、それらによって抽出されたコルチャックの教育学的な要素が、教育学者や一般の人にも広が

る。当時のドイツ教育学において問題提起された「アウシュヴィッツ以後の教育」においては、コルチャ

ックが有する教育学的な要素は、取り上げられるべき重要なものとして見なされた（ebenda, S. 4）。ド

イツの教育学においては、「アウシュヴィッツ以後の教育」とコルチャックの関係に示されるように、ド

イツの「贖罪」の歴史にコルチャックが位置づけられた。それとは別に、「コルチャック神話」にゆだね

ず、戦後ドイツの歴史性を継承する教育の文脈にも位置づかないコルチャックの受容が教育学の中に形

成されつつあった。そこでは、教育学者でないコルチャックを「教育学者」として捉え、コルチャックの

教育学を構築し、コルチャックを教育学化するものであった。ドイツのコルチャックの受容において「子

どものために生涯を捧げた教育者像」が主要な受容のあり方であったが、そのようなコルチャック像とは

別に、「コルチャック神話」を捨て去った「教育学者コルチャック」が求められた。 

 

Ⅴ. 本研究の意義と課題（終章） 

 

本研究では、コルチャックの思想と実践がもつ教育学的意義を明らかにするために、その教育学化を進

めてきたドイツにおけるコルチャックの受容について批判的に検討することを試みた。その結果、ドイツ

のコルチャックの受容の過程において、どのように教育学化に至ったのかが示された。まずは、子どもと

ともに生きたコルチャックの生涯に着目し、ホロコーストの犠牲者として英雄視された非教育的なコル

チャック像である。次に、それらを基盤とした「コルチャック神話」の大衆化、および当時の国際的な新

教育運動のなかで注目され、さまざまな教育学者、教育関係者たちによって教育学的に読まれたコルチャ

ック像である。そして、現在のコルチャックの受容に影響を与え、教育学者としてのコルチャック像を形

成し、コルチャック固有の教育理論の構築を促した教育学化されたコルチャック像の歴史的変遷過程で

あるといえよう。 

本研究の意義は三点ある。まずは、戦後ドイツにおいてコルチャックがどのように捉えられたのかを明

らかにした点である。1945 年から 1972 年頃のドイツにおけるコルチャックの受容は、コルチャックの

最期に強く影響されたことは確かであるが、コルチャックという人物の個人的な死そのものを受け止め

ることから出発しているのではなく、とりわけ西ドイツにおける戦後処理や時代的・社会的背景のもとで

活発になったといえる。それらは、西ドイツ国民やユダヤ人、ポーランド人、それぞれのイデオロギーと

も調和し、大衆化され、道徳的規範をも有した「コルチャック神話」が確立された。 

次に、教育学者でないコルチャックがどのようにして「教育学者コルチャック」となったのか、すなわ

ち、コルチャックが教育学化されるなかでどのような点が注目され、その結果、どのような議論がなされ

たのかを明らかにした点である。生前、コルチャックによって体系化されたという事実がないなかで、コ

ルチャックの作品や文献の特徴からもその困難さが示されているにも関わらず、それでもなおコルチャ

ックの思想や実践、生涯、作品が体系的にまとめられた。さらに、それらに横たわる教育の思想的・社会

的な前提が問われ、教育的な働きかけやその条件、およびコルチャックの思想と実践において教育が成り
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立つ条件や事象が探究された。そのようなコルチャックの教育理論が導かれるとともに構築されたコル

チャックの教育学は、それまでの読者や研究者たちよって場所を変え、視点を変えながら生み出されてき

たコルチャック像に根深く息づいていた「コルチャック神話」に対する挑戦であった。その際、他のコル

チャックの受容ではなく、教育学におけるコルチャックの受容が展開したのは、「コルチャック神話」を

捨て去ったコルチャックの受容を試みた当時の教育学者や研究者、それらに触れた読者たちのコルチャ

ック像に意義が見出されたからであるといえる。 

三点目として、コルチャックの教育学化が、ドイツ教育学やドイツ社会とどのように影響し合い展開し

たのかを明らかにした点である。コルチャックの教育学化によって「コルチャック神話」の中では捉えき

れなかったコルチャックの子どもの人権思想や子どもの尊厳概念の意義が明らかになった。それらはド

イツ社会における人権や人間の尊厳に関する議論においても検討されうる可能性を見いだしたといえる。

このことはドイツにおけるコルチャックの受容の場が広がったというだけなく、伝統的な人間観や尊厳

の文脈とは異なった形で、ドイツ社会に子どもの人権や子どもの尊厳に関する議論を提起することにも

なったといえよう。 

本研究においては、コルチャックの教育学化が、ドイツ社会において位置づけられ、ドイツ教育学の学

術議論に耐えうるものであったこと、そして、伝統的なドイツ教育学の規範を揺さぶり、問いうるもので

あったことを示した。しかしながら、コルチャックの教育学化は、新たな「コルチャック神話」に過ぎな

いという捉え方もできる。コルチャックを教育学者として見なすことへの批判のなかには、教育学化する

ことは、コルチャックを新たな消費の対象にすることになりかねないと危惧する声もあった。確かに、コ

ルチャックの教育学化は、批判を受けつつそれらに応えようとすることで深化発展してきた側面もある。

しかし、繰り返し教育学化に向けられてきた批判的な見解に応えられたとは言い難いところもある。した

がって、教育学化の出発点であった歴史的に支配されてきたコルチャック像からの回帰は、「教育学者コ

ルチャック」の新たな「コルチャック神話」へと至ったと捉えうる。コルチャックの教育学化は、コルチ

ャックを歴史に支配された捉え方から解放することを可能にしたとしても、「コルチャック神話」を崩し

ていく過程ではなかったと見なすこともできるだろう。もう一つ教育学化という視点でドイツのコルチ

ャックの受容の過程を検討した結果、見えたものがある。それは、コルチャックの思想と実践の内実を明

らかにしたいと考えたドイツのコルチャック研究者や関係者たちの探究心であった。今日に至るドイツ

のコルチャックの受容の過程には、ドイツの研究者、教育学者の尽力があったことが示される。 

最後に、本研究の限界と今後の課題について述べる。教育学化が進められてきた要因には、当時のドイ

ツの教育学者たちの意図が大きな影響を及ぼしたことは明らかである。しかしながら、本研究では、書籍

や論文化された資料の文献検討に留まっており、直接聞き取ることやドイツ語圏の研究者たちとの交流

はできなかった。今後の課題としては、長年にわたってコルチャック研究を継続している教育学者が、ド

イツのコルチャック受容をどのように捉えていたのかについて、さらに文献をあたるとともに、直接交流

する機会を得るなどして検討する必要がある。また、戦後ドイツにおける「贖罪」と関係が深く、国際的

なコルチャックの受容においても影響力のある国にイスラエルの存在があるが、本研究ではドイツのコ

ルチャックの受容についてイスラエルとドイツの歴史的・社会的関係から検討することはできていない。

今後は、ドイツおよびポーランドにおけるコルチャック研究や出版物のみならず、イスラエルにおけるコ

ルチャック研究やコルチャックの受容とも照らし合わせながら、検討していくことをさらなる課題とし

たい。 
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